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市販の装置では測定することが出来ない高温域で動作するNMRプローブを開発し、
材料への応用をはかる。

実験
Experimental

500MHｚ固体汎用ＮＭＲシステムに独自に開発したＮＭＲプローブを組み込み、
４００℃までのNMR測定が実施できるか様々なサンプルを用いて実証実験を行った。

結果と考察
Results and Discussion

NMRはリチウムイオンの状態を選択的に観測できるため、リチウムイオン電池の固
体電解質の開発において有用な分析手法の１つとなっている。そこで500MHz固体
高分解能NMRや800MHzワイドボア固体高分解能NMRシステムを用いることで固
体電解質の構造解析を行うとともに500MHz固体汎用NMRシステムに、高温プロー
ブを組み込むことで幅広温度範囲での固体電解質の拡散係数の評価を行うことが出
来た。
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電池関連材料のNMRスペクトルの温度変化の例
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